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Analysis of Debussy’s Première rhapsodie and the originality of his 
clarinet usage 





The purpose of this paper is to verify the originality of Debussy’s clarinet usage in his orchestral 
works, with reference to some French traités d’instrumentation, and to analyze the Première 
rhapsodie pour clarinette et piano. 
Dennis Nygren, in his doctoral dissertation (1982), has analyzed the historical background, 
transformation of motif, harmony analysis, tonality, structure, articulation, and nuances of 
Debussy’s piece, the Première rhapsodie. However, it has not been revealed how this piece 
implicates Debussy’s clarinet usage, which characterizes his orchestral music. 
In Chapter 1, we analyze the effective usage of the clarinet and the limitations of some French 
traités d’instrumentation that were disseminated during or around Debussy’s time, specifically 
those of Hector Berlioz, Charles-Marie Widor, Henri Bussel, and Charles Koechlin. We study the 
general clarinet usage in these traités d’instrumentation. 
In Chapter 2, we analyze characteristic clarinet melodies in Debussy’s main orchestral works 
composed before the Première rhapsodie, such as Prélude à l'après-midi d’un faune, Nocturnes, La 
mer, and Images pour orchestre. These melodies show general clarinet usage. As a result, the 
originality of Debussy’s clarinet usage in orchestral music is revealed in the unconventional way he 
uses the clarinet, without regard for the traités d’instrumentation and expands the expressiveness of 
the clarinet with a particular tone created especially for it. 
In Chapter 3, we analyze Première rhapsodie from the perspective of Debussy’s original clarinet 
usage. We conclude that this piece assimilates Debussy’s clarinet usage into his own musical 

















パリ高等音楽院の高等評議員となったクロード・ドビュッシー Claude Debussy 
(1862-1918)は、1909 年 7 月 13 日ジャック・デュラン Jacques Durand (1865-1928)宛の手紙
において、管楽器の卒業試験の審査をした際に、フルート、オーボエ、クラリネット、バ
ッソンの表現力に大変興味を抱いたと述べている（Debussy 2005: 1195）。その折、ドビュ
ッシーはクラリネット科の卒業試験の課題曲の作曲を依頼され、1909 年暮れから 1910 年 1
月にかけて《クラリネットとピアノのための第一狂詩曲 Première rhapsodie pour clarinette et 
piano》（以下《第一狂詩曲》）を作曲した。ドビュッシーの全作品中でクラリネットのため
の独奏曲はこの曲と初見試験用に書かれた《小品》(1910)だけであるが、ドビュッシーは
1911 年 12 月 8 日デュラン宛の手紙において「この曲は、僕が今まで書いた作品の中で愛












Berlioz (1803-1869)の『現代楽器法および管弦楽法大概論 Grand traité d'instrumentation et 
d'orchestration modernes』(1844)、シャルル＝マリー・ヴィドール Charles-Marie Widor 
(1844-1937)の『現代管弦楽の技法 Technique de l’orchestre moderne』(1904)、アンリ・ビュ
ッセル  Henri Büsser (1872-1973)の『楽器編成応用概論 Traité pratique d’orchestre 
instrumentation』(1933)、シャルル・ケクラン Charles Koechlin (1867-1950)の『管弦楽法
Traité de l'orchestration』(1954-1959) である。2）明らかになった一般的なクラリネットの
効果的な用法と避けるべき用法と、《第一狂詩曲》以前に書かれた、ドビュッシーの主要な
管弦楽曲、《牧神の午後への前奏曲》、《夜想曲》、《海》、《管弦楽のための映像》における特






【第 1 音域】 
基音による音域 
【第 3 音域】 
第 5 倍音以上による音域 
【第 2 音域】 






















の例としてルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン Ludwig van Beethoven (1770-1827)の
交響曲第 7 番の第 2 楽章のソロをあげている。（譜例 1）さらに、カール・マリア・フォン・
ウェーバー Carl Maria von Weber (1786-1826)の《魔弾の射手》序曲の有名なクラリネット
ソロ（譜例 2）を例にあげ、朗々と奏でられるこのソロは物語のヒロイン、アガーテの心










Amadeus Mozart(1856-1891)の《交響曲 39 番変ホ長調 KV543》のメヌエットを挙げている
（Koechlin 1954: 30）。（譜例 4）この部分では同時に 2 本のクラリネットが奏されるが、各
声部には別の音域と役割が与えられおり、まるで別の楽器が演奏しているかのように聞こ
                                                        
6 管弦楽法 Orchestration と楽器法 Instrumentation は言葉上の意味は異なるものの、実際には相互に重なり合って使用さ
れている部分も大きい。本論文で楽器法は管弦楽法に含まれているものとして論じる。 
図 1（記譜上） 











2006: 270）。実際、ベルリオーズは自作の《幻想交響曲》第 3 楽章〈野の風景〉の有名な
クラリネットソロの後半のエコーの部分を pppp に設定している。（譜例 5）この部分は、
まさに、先ほどの引用にあった「こだまのさらに反響した音、黄昏のような音」を表現し
ていると言えるであろう。他の 3 人も同様の意見を述べており、ヴィドールは「木管楽器
でただひとつ、クラリネットは、p と f に対比させ、前者が後者のエコーであるかのよう
な効果をあげさせることができる」と記し（ヴィドール 1962: 39）、ビュッセルは「木管
楽器の中にあって、この楽器は音に nuances を与える点で最も多くの能力を示す。この楽
器にあっては crescendo と diminuendo が flûte と hautbois よりも容易に得られる」と記して
いる（ビュッセル 1983: 58）。ケクランは「その音階の大部分において、ふんだんに全て








最後に、4 つ目に挙げられるクラリネットの優れた特性は B 管と A 管の音色の違いであ
る。B 管と A 管は管体の長さによって調子に半音の違いがあるが、実は音色にも違いがあ
る。ヴィドールは B 管はより brillant であり、A 管は sonorité で比類ない気品を有すると述
べており（ヴィドール 1962: 38）、また、ビュッセルは B 管は熱と表情に富む輝かしい
sonorité で、A 管は天鵞絨のような sonorité であると述べている（ビュッセル 1983: 56）。
さらに、ケクランもこの 2 人とほぼ同意見を述べており、B 管は表現豊かで、輝くような
音色で、A 管は輝きが少なくなるが、より柔らかく、よりビロードのようであると記述し





ことができるであろう。一方、クラリネット B 管と A 管の持ち替えには注意が必要である
ことも述べられている。一般的にクラリネット奏者は 1 組のマウスピースとリードを用い、
B 管と A 管に付け替えて演奏をする。そのため、持ち替えを指示する時にはヴィドールが
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指摘するように数小節の休符が必要なのである（ヴィドール 1962: 39）。 
以上のように、従来の管弦楽法において、クラリネットの優れた特性とは 1.音域によっ
て異なった音色を出せる点、2.音量の幅が広く、多様なニュアンスをつけられる点、3.他





る。ヴィドールはスロート音域の最後の 3 音について「      強さは中庸で、それら
をとりまくところのものとは同等ではない。それらを楽案や何らかのテーマの中心にする
ことは避けなければならい。しかし経過的に使うのであれば、あまり気を使う必要もない」




に鳴る。特に     （第 1 音域の最後の 2 音）は強い音は期待できないが、その代わり














































いる譜例 7 は輝かしい音色の B 管でかつ情熱的な音色になる mf 指定することでスペイン
の情緒を効果的に醸し出している。一方、2 オクターブ下げられ低音域で書かれる譜例 8
は、先ほどの陽気な性格とは一変し怪しげな雰囲気が漂う。低音域の音色の特性をいかし、
さらに 5 音音階風にすることで譜例 7 との表情の変化がはっきりと生み出されている。 
次に、音色の中庸性をいかしたクラリネットの用い方は、まず次の 2 つの作品《夜想曲》













転」と述べており（バラケ 1969: 239）、譜例 12 はこの音響の変転が極めて短時間でされて
いると言えるだろう。3 つの楽器によって細かく彩られた旋律は煌めく水しぶきのようで
ある。 





器トランペットと組み合わせている。（譜例 13, 14）まず、譜例 13 ではトランペットとク
ラリネットが 1 オクターブで重ねられている。また、譜例 14 ではトランペットがクラリネ










最後に B 管と A 管の音色の違いをいかした用法は《映像》の〈春のロンド〉で見られる。
（譜例 17, 18, 19）譜例 17 において、クラリネット 3 本とイングリッシュホルンが用いら
れるが、1st、2nd クラリネットがオクターブユニゾン、3rd クラリネットとイングリッシュ
ホルンがオクターブユニゾンとなっている。ここで注目したいのは、1st、2nd クラリネット
は B 管で、3rd クラリネットは A 管で演奏するように指示されている点である。これは、




ができるであろう。同様の工夫は譜例 18 と譜例 19 でも見られる。このふたつの部分では、
A 管に指定された 3rd クラリネットは 1st、2nd からより独立した存在として扱われている。 
ところで、B 管と A 管を持ち替えるためにはある程度の時間が必要であるが、ドビュッ
シーの管弦楽曲においてもその時間は十分確保されている。しかし、《牧神の午後への前奏
曲》においては、譜例 20, 21 のように持ち替えのための時間が極端に短い箇所がある。譜










                                                        
7 実際の演奏時にはこの休符での持ち替えは難しいので、前後の時間的に余裕のある所で持ち替え、本来の管指定に
は従わずに奏する演奏者が多い。あるいは B 管と A 管それぞれにマウスピースとリードを用意する演奏者もいる。 


















ステファン・ヤロチニスキ Stefan Jarociński (1912-1980)はドビュッシーの独創的なフルー
ト用法について、「フリュートは、牧歌的な晴朗さを普段は発散している。だがドビュッシ
ィにあってはその歌が、繊細な陰翳をめぐらせ、憂愁と苦悩をあらわすことになる」と述
べている（ヤロチニスキ 1986: 244）。また、ピエール・ブーレーズ Pierre Boulez（1925-2016）
はドビュッシーの現代性を述べる中で、「『牧神』のフルートあるいは『雲』のイングリッ
シュホルン以後、音楽は今までとはちがったやり方で息づく」と指摘している（ブーレー





律の場合には p や pp においてのみ使用していた。従来の管弦楽法において、鋭い音色にな
るクラリネットの高音域の使用には注意が必要であると述べられていたが、譜例 24 におい
ては、f であることに加え、1、3 拍目の記譜上ミの音にはアクセントが書かれている。さ




そぐわないのは「軽薄な陽気さ la frivole gaité や素朴な歓喜 la joie naïve だ」と述べている
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とを推奨していた。ここで、1st クラリネットの旋律を A 管で吹くとどうなるであろうか。



















生み出そうとしていたのである。ヤロチニスキの指摘によれば、ピエール・ラロ Pierre Lalo 
(1866-1943)はドビュッシーの管弦楽法を「楽器をそれらの本来自然な音色」で用いていな










《第一狂詩曲》は 4 つの主題から構成されているが、譜例 26-1 と譜例 27-1 の 2 つの主
題は再び登場する際に形はそのままで音域を変えて奏される。 
まず 1 つ目の主題（譜例 26-1）はスロート音域を中心に柔らかい音色で演奏される。表
情記号も doux et pénétrant（柔らかく、深く染み入るように）とあり、この音域が pp で演





ー 1999: 179）、まさにその性格がこの主題では表現されている。次いで、2 回目の登場時











いかし、またピアノパートを変化させ 3 度表情を変えて奏されているのである。 
次の譜例 27-1 の主題は毎回音域を変えて現れる。1 回目（譜例 27-1）は低音域で、2 回








次に注目したいのは譜例 28-1 と譜例 28-2 である。ここでは旋律を半分に分けクラリネ
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クラリネット、ホルンによる 3 オクターブユニゾンによって演奏される。 
















のを表現するには効果的であろう。2, 4 小節目の記譜上ソシ♭ドは、1 オクターブ上でも、
あるいは 1 オクターブ下でも、クラリネットでは演奏可能である。しかし、1 オクターブ



























は、高音域を ff で用いている点である。クラリネットの高音域は音が鋭く 
目立ちすぎてしまうことから、慎重に用いることが従来の管弦楽法で 
は推奨されてきた。図 2 が示すようにドビュッシーも自身の管弦楽曲 
において最高音の拡張を試みつつも、高音域を p や pp で用いたり、あ 
るいは tutti 時に使ったりと慎重に扱っていた。しかし、〈祭りの日の朝〉 
において、その高音域の鋭い音色を f によってさらに誇張して、スペイ 
ンの祭りの日の朝を見事に表現した。《第一狂詩曲》においても、この 
最後の部分まで高音域は、ほぼ p か pp で用いられており、mf や f では 





















ドビュッシーの 1903 年 9 月 4 日の作曲家シャルル・ルヴァデ Charles Levadé (1869-1948)








図 2 （記譜上） 




時期に作曲している。初見試験用の 1 分 30 秒程の短い作品であるが、ここにもドビュッシ
ー独自のクラリネット用法が見られる。まず 1 つ目に挙げられるのは主題の旋律（譜例 32-1）






























































































































2nd Fl. 2nd Fl. 2nd Cl. 2nd Cl. 
Harp Harp 






































































2Cl. in B 
Tamb. mil. Tamb. 















































































































Cl. in A 





譜例 20 Cl. in A 
 
 







2Cl. in B 
 
譜例 24 


















































léger et harmonieux 
 
 



















































譜例 28-2（実音） 譜例 28-1（実音） 
Cl. in B 
 
 
譜例 32-2 Cl. in B 
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Rêveusement lent (♩=50) 






doux et espressif  
au Mouvt 
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